
（別紙３）

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 47 （回答者数） 24

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 19 （回答者数）
19

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

標準化されたアセスメントなどを実施する時間を確保してい

きます。

2

より効果的な支援を出来るよう外部の研修等にも参加してい

きます。

3

今後も、地域との関わりを増やしていきたいと考えていま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

常勤・非常勤の職員募集を行いながら、保育所等訪問支援へ

の移行なども進めていきたいと考えています。

2

中学生以上を対象とした支援の情報収集を行いながら、中学

校への保育所等訪問支援の実施なども検討しながら、経験を

積んでいけたらと考えています。

3

相談支援の提案や時間の確保を継続的に行っていきたいと考

えています。また、地域のペアレントプログラムなどの紹介

も積極的に行っていきたいと考えています。

○事業所名 なちゅら

○保護者評価実施期間
2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　2月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保護者支援 保護者とのやり取りの時間は、ほとんど送迎時のみであり、

十分に情報共有が出来ない場合があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人員や支援スペースが不十分なため、全ての利用希望に応じ

ることが出来ておりません。

支援をする場所や人員の確保が出来ていないことが要因と考

えております。

中学生以上への支援が出来る体制が出来ておりません。 支援人員の不足や中学生の支援に必要な知識・技術・経験の

不足などが主な要因と考えております。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、保育士による専門的

な支援を行っています。

自分の専門領域だけでなく、他の領域に関する支援の知識・

情報も共有しています。

個別の支援と小集団での支援を行っています。 個別支援では、個々のニーズに応じた支援を行い、小集団で

は、学校や生活の中で必要な社会スキルの獲得に向けた活動

等を行っています。

長期休みを利用し、買い物訓練や調理訓練も行っています。

地域との関わりを大事にしています。 サービス担当者会だけでなく、地域の部会などにも出席し、

情報共有を図っている。また、地域の施設を活用する取り組

みも始めています。

事業所における自己評価総括表公表


